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1994年度日本惑星科学会秋期講演会

加藤　學 1

　日本惑星科学会単独の 第二 回秋期講演会が，10

月 3 日，4 日名古屋大学理学部に お い て 開催され

た．以下 にお い て L  （藤井直之委員長）の
一

員 と

して会場の 設営を行 っ た者 として の 印象を述べ
，

最後に会計報告をします．

　10月中旬以降に日本地球化学会 ， 地球電磁気 ・

地球惑星圏学会の 2 つ の 惑星科学関連学会の独 自

の 講演会が名古屋大学で開催され る予定に な っ て

い たため，昨年ほどの 講演数（66件）が集まる の か

どうか心配 しました．実際に は 63件（口頭発表 54

件，ポ ス ター発表9件）の講演数にな り， 前 日に行

われたシ ュ
ーメイカ

ー ・レ ビー第 9彗星シ ン ポジ

ウ ム に引き続い て 出席 した会員 も含め ， 講演会登

録者数は 122名に 上 っ た．一
つ の 会場で これだけ

の講演を 2 日間で行っ たため講演時間が一講演あ

た り，11分 しか取る こ とがで きず，そろそろ限界

かなとい う印象を持ちました、3 日の 午後 の 後半の

セ ッ シ ョ ンで は物理学教室の福井康雄教授 に「星誕

生 の 直前と直後を探る」と題 して特別講演 をして

い ただい た．福井 さん の話は非常に明快で
， 名古

屋大学の 電波天文学研究室 の アクテ ィ ビテ ィ
ーの

高さを十分に理解で きた ように推測 します．福井

さん の研究室で は南半球に パ ラボラを移転して観

測する計画を持っ て い るため
， 移転の費用の募金

の ため の活動を活発に行っ て い ます．その ため研

究以外 に もかな りの時間を
一
般向けの情宣活動に

割い て お り， 極めて多忙を極め て い る との こと．そ

れに も関わらず惑星科学会会員の ため に快 く講演

を引 き受けて 下 さ っ た こ とに対 して感謝する しだ

い です．特別講演 ， 総会に引 き続き， 夕方か ら懇

親会 を生協食堂で行 っ た．昨年の ポ リシ ー
を引 き

受け，若 い 人 に多く出席 してもらうため 会費 を低

く押 さえたこともあ っ てか ， 37名もの学生会員（
一

般 会員43 名）に出席 して もらえました．若い 人の

出席が多か っ たため料理が い つ まで持 つ の か ひや

ひ や しなが らで したが
， 最後には無礼講 の話題ま

で飛び出して終わりました．通常の学会の 懇親会

で は こ の よ うな こ とはな く
，

この習慣をしば らく

継続 して い けた ら良い
，

こ の若い パ ワーを何 とか

しなければ とい う印象を強 く持ちました i

講演時間につ い て

　昨年度の後記の 中で，土 山 さんは次回の 名古屋

で は休憩時間を多 くと っ て議論が長引 い た場合の

調節をする ように との意見を述 べ られて い ました．

しか しなが ら今回は ポス タ
ーに 9件 回して 口 頭発

表は 54件に止め たに も関わ らず，昨年よ り短い 1

講演 ll分しか取る こ とがで きなかっ た．企画委員

会で 大変苦慮された結果であろ うと推測しますが ，

臨時総会の ために時間を割かねばな らずこの よう

な結果にな っ て しまっ た の で しょ う．私 とて もう

まい 解決策を持っ て い るわけではありませんが
，

一

つ の提案です．予稿をもっ とち ゃ ん と書 い て は如

何で し ょ うか．長い 予稿は時代錯誤な の で し ょ う

か，物理学会 ， 化学会程で は ない けれ ども今の惑

星科学会の 予稿は情報が少なすぎる よ うに 思い ま

t名古屋大学理学部
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す．昨年まで の 高圧討論会の 予稿 は 2 ペ ージで し

た．今年は つ い に 1ペ ージ に な っ て しまい 非常に

残念に思 っ て い ます．また Lunar ＆ Planetary

Sciencc　Conferenceの extended 　abstract も非常に役

に立ちます．予稿集の値段が高 くな りますし，重

くもな りますが
， それ だけの価値は後々 まで残る

はずです，小 さな学会故に 実行で きる こ との
一

つ

で はない で し ょ うか．

次回開催予定地 の 決定時期に つ い て

　昨年の 10月 16 日に今 回の 講演会 を名古屋で担

当するように中澤会長から言われたので ， 名古屋

に帰 っ て さっ そ く会場探 しを開始 しましたが
， 既

に時期遅 し，の感が あ りました．名古屋大学に は

50周年記念事業で寄付を募 っ て新設 したシ ン ポジ

オ ン ホ
ール があ り，まずこ こ をと考え空 き状態を

尋ねた と こ ろ既 に 10 月は一杯で 11 月中旬にかろ

うじてある と言 う．教養部は 1 年半前か ら秋期休

暇期間全講義室教育学会に予約 され て お り，
こ こ

もだめ とい うわけで他の学部にあた りましたが
， 今

年は名古屋が学会の 当た り年である こ とと教養部

廃止 ，4 年
一
貫教育移行 の ため学年歴が で きて お

らず，予約がで きない 状態で した．そこで最後の

た の み として物理学教室の講義室を学年歴が決定

された ら真 っ 先に知らせて もらうようお願い した．

理学部で
一
番広 い 講義室で はあ りますが今回の参

加者で精
一
杯とい っ た とこ ろです．会員同士で の

議論の場 として の控 え室 を十分に用意で きなか っ

たこ と もL  として至 らなか っ た こ とと考えて い

ます ．こ の 反省に立ち運営委員会 と総会で は遅 く

とも 1年半前に次回の 開催地を決定し，会場確保

に余裕 を持て るる よう要請した．

予稿集の表紙の図に つ い て

　前回同様今回も予稿集の 表紙に載せ る もの をと

企画委員会か ら要請を受けましたが ， さて 困っ た
，

293

名古屋大学に は ワ ニ もい ない し
，
金鯱では また馬

鹿 に される し，どうした もの か と悩み ました。こ

の図は我々 の教室（研究室？）の 現在の コ ン セ プ トを

表した もの です．こ れは熊澤教授をは じめ皆に文

句を言われながら， 飯 島祐
一

君が作成 した力作で

す．サ イ ン を入れ る べ きで したが，恥ずか しが っ

て 入れ て くれ ませ んで した．実際 に刷 り上が っ て

見て結構 良い 出来映 えだと思 い ますが如何で し ょ

うか．コ ン セ プ トもすぐに変化するの が当然です

が，現在の 名古屋大学 の 惑星科学 の 考 えを表 して

い ます．

　今回か ら講演会参加に登録料を頂き， 受付の ア

ル バ イ ト学生へ の 謝金の他 に
， 会場設営か ら講演

会の 進行 ま で働 い て くれた我々 の研究室 の 4年生

や大学院学生諸君に も飲み代程度の謝金 を払 うこ

とがで きま した．ともあれ講演会を成功に終 える

こ とが で きたの はひとえに会員の協力に よる もの

で LOC メ ン バ ー一
同感謝してい ます．次回は北海

道大学で 開催 され る予定で す．関係者 の 方 々 宜 し

くお願 い します．

■ 1994年度日本惑星科学会秋期講
こ

匹 五 言　 ロ

［収入］

請演会登録料

懇親会参加費　
一
般

　　　　　　 学生

予稿集

SL9 コ
ー

ヒ
ー
代

＠1
，
000 × 122 人

＠4，000 × 43 人

＠2，000 × 37人

＠ 5，00 × 148冊

　 　 　 　 4，547

122，000172

，00074

，00074

，000

合計 446，547

［支出］

会場費

懇親会代

予稿集支払い

謝金

雑 （コ ーヒー、茶、紙 コ ッ プ等）　 12，868

　 5，079251

，
40074

，000103

，200

合　計 446 ，547
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